
令和２年度宮城県ＮＰＯ等の絆力を活かした震災復興支援事業補助金
（団体名）一般社団法人 石巻じちれん
（事業名）石巻市内の復興公営住宅ネットワーク構築による住民共助の推進事業 ロジック・モデル

（様式２別紙）

インプット アウトプット活動 アウトカム

初期 中期 長期

コーディネーター

公営住宅の現状課題
の共有、情報共有、

市内でのネットワーク
化

復興公営住宅ネット
ワークによる市内復興
公営住宅の運営体制
の均整化、簡易化、情
報の共有

・ネットワーク会議述べ
5回（述べ150名参加）
・情報共有の媒体を50
か所に掲示5回/年

・ルールの簡易化に
より、集会所の稼働
回数が増加

・団地運営に係る役
員の業務の簡素化

・役員のなり手に困る
団地が減少

・団地住民の暮らし
の向上

・負担減少に伴い、
住民活動が活性化

石巻市の公営住宅の
在り方について住民
から提言の作成、行
政の条例改正など

※事業の成果に必要な要素を図示化してください。
※見やすいようにデザインを工夫してください。
※注釈や記載例,不要な図形は削除してください。

相談者
（団地キーマン）

専門家

役割の明確化や役員
の負担軽減による、
復興公営住宅での安
心できる暮らしづくり

復興公営住宅集会所
を利用した住民交流事
業

実施担当者

地域住民

コーディネーター

復興公営住宅集会所
を利用した住民交流事
業
（8回／月）

団地内の交流の
活性化

住民意見の集約、
困りごとの可視化

住民が主体的となっ
て課題ﾍﾞｰｽの住民活
動の活性化

支援団体会議を開催
10回／年

多様な主体が連携
することで、効果的
な支援活動の展開

団地外を含む地域
全体の交流活性化

福祉的なコミュニティ
の形成

安心して暮らせる
まちづくり。支援団体の情報連携

NPO等支援者


